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21. ESRによる六方晶BaTi03の相転移の研究

新 井 久 夫

六方晶BaTiOj(A-Ba7iOi) IH人前 ＼̂5号の蕗tll招 凸よれてIJl沃 が.A.i)ナスカイト聖 の払T.･Oltl
比薮 す S こ-その物 性萌えはほとんと･･なtれてtJ各かフたと膏i,まoLかし最血 J二㌢ )h｣弘T.･03か一

強誘電卵 色乾麺 も起 こすここが呼い ね-となL)､= /こうマン融 しなt･､のfL登ぬな測定もfiこれて､

ようやくそ07所見モ端緒lこつl)rIようであま｡ これま7･tの研勧 こよ.)､h-Bar.OJの官温 て･.の空風封

(3.Dよ(p体 小C)ど. 22ヱk_I=おりて棉温和転梅 を起 こL一再 にZ,､強請&,細 事痛 むを こすこ

とが､転生ミれて1-3｡そこZ‥今軌 ま､入城 TiOjの2ユ2kの舶転極に厳 し乙の微視ぬ炉績取 を領主

ため､翫 良性イオンFe3十をL--プした卑kA晶を用､)てESRの測 定 を絹 ,T=｡

史銀飯泉 はFislのようJlrSった｡ この史鴎魂虜の角息免か 亀を解和 才まため､ Fe3十が ¶サイLl二

人 まとして次 のよ うなスヒdン/＼ミルト-アンを蒔人 LT=｡

対-go什g十DLsiLis(汁 L)コ十如 〔si十号十Sg一圭 Ls･血 は十･)-lj)
これ壬蘇モーl責＼験億に最 /lt-ええ Z-ilTri/tatヒミニ と ･:よL)/eヲメ

cJh二 a-さ 0_OObc 叶 t総皮にな,た｡この他は^oLユ7･tス巾イL

撃のBOT･10Jの斜 六品Iこ右113D､0.0)値 と向名 直T､ぁ3.また一

宮三郎色のAB面で焼直 してりrlラインが､F,11之のようJこ車線頼 て-Ii

7;5､)1=占0㌧､っ企加が具f;+･｡Tl3本q)ライ ンに令裂 した一 二k Ji

ヰ簡相で生じも刃息構造 を反映 したtd)Z､･あまとをi_i机も.ミ

S Iニス- /I -JPシソaンモデル王座 附すミニと11よ･ト ト-ブこ

れたFC3十は絶泉/､面体ヰのTi与†の仇畳がSC軸 l̂和 二約 0_∫A'li

ど凝 れTIp-hJニ11LL覆 して､一三と碓定 ミ≠rt.鼠A軋l二､2.llk,こ.の

柏軸 か､2:kz:.あ3とり う転宅よ り. こ0)曲板飽 Il威 して督論d)

寺三五を拘=ヰ剛 ad)を簡顔を予測 したとこ3･DlS,Clも′cilv'かい
ヰ繊細として 可能与空簡郡 Z･-あまとuう鮎魂 王領 f:｡そこTZ'I､ こ

のような重恩群q)それ亨､帆の如称藻件とESRとの条ほ と吉線合

し､可能性87鳥目イオ ン妾イ山こ対 して-/ド ,iP.i;守 ,ンモチhlLを

直約す主ここによ り絹Sれた含ま晶塊の/ぐうメー 9と史線 かS増5

れた俺 乙七比巌 L議論 すま｡
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